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        No. 2549
2021 年 3 月 29 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
総
務
省
へ
の

接
待
問
題
。「
武
田
総
務
大

臣
も
会
食
を
認
め
た
」「
会

食
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
ド
コ

モ
の
完
全
子
会
社
化
の
発

表
の
直
前
だ
っ
た
」「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
は
26
日
、
利
害
関
係
が

あ
る
外
務
省
の
政
務
三
役

や
国
家
公
務
員
と
の
会
食
、

贈
答
品
の
贈
与
を
禁
ず
る

社
内
ル
ー
ル
を
新
た
に
整

備
す
る
と
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
宣
言
解
除
で
人
出
が
増

え
て
い
る
」「
通
勤
電
車
も

混
ん
で
る
。
満
員
に
近

か
っ
た
」「
東
京
都
は
１
週

間
前
の
同
じ
曜
日
を
７
日

連
続
で
上
回
っ
た
」「
宮
城

県
や
愛
媛
県
な
ど
で
も
過

去
最
多
を
記
録
し
て
い

る
」「
変
異
株
の
広
が
り
も

あ
る
よ
う
で
、
第
４
波
が

心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ワ
ク
チ
ン
先
行
接
種
の

健
康
調
査
中
間
発
表
。「
約

２
万
人
を
対
象
と
し
た
結

果
、
副
反
応
は
１
回
目
よ

り
２
回
目
の
方
が
多
か
っ

た
」「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

は
47
人
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
接
待
は
総
務

省
幹
部
に
続
い
て
自
民
党

の
野
田
幹
事
長
代
行
、
高

市
衆
院
議
員
へ
の
接
待
も

明
ら
か
に
な
り
重
大
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

谷
脇
・
前
総
務
審
議
官

（
16
日
辞
職
）へ
の
接
待
は

菅
首
相
が
携
帯
料
金
値
下

げ
に
言
及
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

ド
コ
モ
の
完
全
子
会
社
化

を
す
す
め
た
時
期
に
集
中

し
て
い
ま
す
（
図
）。
15
、

16
日
の
国
会
の
集
中
審
議

で
共
産
党
の
山
添
議
員
は
、

接
待
で
ゆ
が
む
通
信
行
政

　

真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
国
民
へ
の
責
務

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
総
務
省
幹
部
と

会
食
を
重
ね
た
理
由
に
つ

い
て
、「
携
帯
料
金
値
下
げ

を
看
板
に
か
か
げ
る
菅
首

相
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
再
編
を
ね
ら
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
思
惑
が
一
致
し
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

接
待
で
通
信
行
政
が
ゆ

が
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
大

問
題
で
す
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
法（
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
等

に
関
す
る
法
律
）
第
三
条

は
、「
・
・
・
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
よ
う
務

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
賞 

受
賞

　
　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
貢
献

　

平
和
、
軍
縮
お
よ
び
人

権
団
体
な
ど
に
送
る

シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ブ
ラ
イ

ド
賞
の
授
賞
式
が
17
日
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ェ
ニ

ン
グ
ズ
共
同
会
長
は
署
名

運
動
が
核
兵
器
禁
止
条
約

の
発
効
を
促
し
た
と
述
べ
、

「
こ
の
運
動
の
教
訓
は
、変

化
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
だ
」
と
語

り
、
受
賞
に
祝
辞
を
送
り

ま
し
た
。

　

国
際
署
名
連
絡
会
代
表

で
日
本
被
団
協
の
田
中
熙

巳
代
表
委
員
は
、
１
３
７

を
認
め
、
議
員
辞
職
を
表

明
し
た
」「
議
員
辞
職
は
当

然
だ
」「
１
億
５
千
万
円
も

の
資
金
を
渡
し
た
安
倍
元

首
相
や
菅
首
相
の
政
治
責

任
は
重
大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
春
場
所
。「
初
日

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
そ
の
責
務
を
明
記
し
て

い
ま
す
。
真
相
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

国
民
へ
の
責
務
で
す
。

　

五
輪
聖
火
リ
レ
ー
が
福

島
で
ス
タ
ー
ト
（
25
日
）。

「
感
染
が
収
束
し
て
い
な

い
の
に
見
切
り
発
車
だ
」

「
著
名
人
の
辞
退
が
続
い

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

参
院
選
広
島
選
挙
区
の

大
規
模
買
収
事
件
。「
河
井

元
法
相
が
一
転
し
て
買
収

０
万
２
３
４
５
人
の
署
名

を
国
連
に
提
出
し
た
こ
と

を
報
告
し
、「
禁
止
条
約
は

発
効
し
た
が
、
核
保
有
国

と
同
盟
国
の
核
政
策
を
変

え
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し

た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

か
ら
鶴
竜
、
３
日
か
ら
白

鵬
が
休
場
し
、
ま
た
も
や

横
綱
不
在
の
場
所
と
な
っ

た
」「
鶴
竜
が
引
退
し
た
。

人
柄
が
い
い
と
評
判
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
始
ま
る
。

「
声
出
し
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
応
援
は
禁
止
だ
」「
大
阪

桐
蔭
と
智
弁
学
園
の
対
戦

は
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

柔
道
家
の
古
賀
稔
彦
さ

ん
死
去
（
53
歳
）。「
平
成

の
三
四
郎
と
言
わ
れ
た
」

「
92
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

男
子
71
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
」「
ガ
ン
で
闘

病
中
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
桜
は
満
開
だ
が
、地
元

の
公
園
が
満
開
と
は
発
表

し
な
い
と
の
こ
と
」「
新
宿

御
苑
は
予
約
し
た
客
し
か

入
れ
な
い
」「
美
術
館
も
予

約
。
だ
が
客
が
少
な
め
な

　

日
米
両
政
府
は
、
在
日

米
軍
駐
留
経
費
の
日
本
側

負
担
（
思
い
や
り
予
算
）

に
関
す
る
特
別
協
定
を
来

年
３
月
末
ま
で
１
年
間
延

長
に
合
意
、
来
年
度
予
算

に
２
０
１
７
億
円
も
の

「
思
い
や
り
予
算
」を
計
上

駐留経費特別協定廃止を

米軍「思いやり」の延長許せぬ

驚
く
べ
き
日
本
語

　

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル

バ
ー
ス
著

　

早
川
敦
子
訳

  

集
英
社
文
庫
６
０
０
円

　

タ
イ
ト
ル
が
仰
々
し
い
。

し
か
し
著
者
は
日
本
に
来

て
か
ら
53
年
、
宮
沢
賢
治

の
研
究
者
で
、
作
家
で
も

あ
る
。

　

日
本
語
は
難
し
く
な
い

と
い
う
。
英
語
や
露
語
は

語
彙
が
多
く
、
性
別
な
ど

で
変
化
す
る
。
語
彙
が
少

な
い
日
本
語
は
「
た
」
を

つ
け
た
だ
け
で
過
去
形
に

な
る
。
語
尾
の
変
化
で
多

様
な
表
現
が
可
能
に
な
る

希
有
な
言
語
だ
と
い
う
。

　
「
入
れ
替
え
」「
切
り
取

り
」
が
自
由
。
広
大
で
美

し
い
オ
ノ
マ
ト
ペ
等
々
。

読
み
進
ん
で
日
本
人
が
知

ら
な
い
日
本
語
の
世
界
が

広
が
る
。    　
（
Ｅ
）

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
沖
縄
の
辺
野
古

新
基
地
建
設
費
な
ど
米
軍

再
編
関
係
経
費
と
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｏ
（
沖
縄
に
関
す
る
特
別

行
動
委
員
会
）
関
係
経
費

を
合
わ
せ
た
額
は
４
２
０

５
億
円
に
上
り
、
過
去
最

大
で
す
。
い
ず
れ
も
在
日

米
軍
の
維
持
経
費
は
米
側

負
担
と
し
た
日
米
地
位
協

定
の
原
則
に
反
す
る
も
の

で
、
廃
止
に
踏
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

政
府
が
世
界
で
も
異
常

に
突
出
し
た
経
費
負
担
を

す
る
在
日
米
軍
は
、「
日
本

防
衛
」
を
基
本
任
務
に
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

禍
の
今
こ
そ
、
道
理
の
な

い
負
担
は
や
め
、
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
予

算
に
振
り
向
け
る
べ
き
で

す
。

東
海
第
２　

運
転
差
し
止
め

「
避
難
が
極
め
て
困
難
」「
防
災
不
十
分
」

　

       　
　
　
　
　

水
戸
地
裁
判
決 

　

日
本
原
子
力
発
電
の
東

海
第
２
原
発
（
茨
城
県
東

海
村
）
を
め
ぐ
り
、
住
民

ら
が
運
転
差
し
止
め
を
求

め
た
訴
訟
の
判
決
が
18
日
、

水
戸
地
裁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
争
点
は
、
耐
震
設

計
の
目
安
と
な
る
地
震
の

揺
れ
（
基
準
地
震
動
）
の

評
価
や
人
口
密
集
地
で
の

広
域
避
難
計
画
の
策
定
で

す
。

　

判
決
は
、
避
難
計
画
を

実
行
し
得
る
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
に
は

程
遠
い
状
態
で
、「
防
災
体

制
は
極
め
て
不
十
分
で
安

全
性
に
欠
け
、
人
格
権
侵

害
の
具
体
的
危
険
が
あ

る
」
と
指
摘
、
同
原
発
の

運
転
差
し
止
め
を
命
じ
ま

し
た
。
基
準
地
震
動
の
評

価
に
つ
い
て
は「
過
誤
、欠

落
が
あ
る
と
は
言
え
な

い
」
と
し
ま
し
た
。

　

避
難
が
極
め
て
困
難
な

現
実
を
直
視
し
、
明
確
に

断
じ
た
画
期
的
判
決
で
す
。

同
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る

道
理
は
な
く
、
廃
炉
を
決

断
す
べ
き
で
す
。

“政府は億万長者であるわれわれ
にもっと課税してください”
デイズニーの孫ら 100 人以上が公開習簡

　

世
界
の
富
豪
で
つ
く
る

「
ミ
リ
オ
ネ
ア
ズ
・

フ
ォ
ー
.
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
」
が
各
国
の
リ
ー

ダ
ー
に
向
け
て
出
し
た
公

開
書
簡
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

書
簡
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
も

と
で
、「
冨
裕
層
に
は
世
界

を
癒
や
す
重
要
な
役
割
が

あ
る
」
と
指
摘
。
感
染
症

が
も
た
ら
し
た
問
題
、
あ

ぶ
り
出
し
た
間
題
を
慈
善

活
動
で
は
解
決
で
き
な
い
、

何
よ
り
必
要
な
こ
と
は

「
政
府
の
指
導
者
が
率
先

し
て
課
題
解
決
の
た
め
に

責
任
を
果
た
す
こ
と
だ
」

と
述
べ
、
こ
う
訴
え
て
い

ま
す
。「
お
願
い
だ
か
ら
私

た
ち
に
課
税
を
。
も
っ
と

課
税
を
。
も
っ
と
も
っ
と

課
税
を
。
こ
れ
が
正
し
い

選
択
で
あ
り
、
た
っ
た
一

つ
の
選
択
肢
で
す
」

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル

  

志
位
委
員
長
が
抗
議
談
話

                 

３
月
25
日
（
概
要
）

　

一
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
は
国
連
安
保
理
決
議
に

違
反
し
て
お
り
、
強
く
非

難
し
、
抗
議
す
る
。

　

一
、
北
朝
鮮
は
、「
核
戦

争
抑
止
力
を
さ
ら
に
強
化

し
、
最
強
の
軍
事
力
を
育

て
る
」
と
公
言
し
て
お
り
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
、

核
兵
器
開
発
と
結
び
つ
い

た
軍
事
行
動
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
は
、
核
開
発

と
関
連
活
動
の
中
止
・
放

棄
を
求
め
、
北
朝
鮮
に
対

し
、
結
束
し
て
働
き
か
け

を
強
め
る
べ
き
で
あ
る
。

た
。
今
年
は
、
花
々
が
咲

く
の
が
早
い
」

の
か
予
約
ナ
シ
の
客
も
入

れ
て
い
た
」「
調
布
の
野
草

園
、
カ
タ
ク
リ
が
咲
い
て

い
た
」「
オ
ウ
バ
イ
が
咲
い


